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人つどい話の花が咲き、 

一人ひとりが共に築く大きな人の輪となって、 
幸せと豊かさを実感できる和のある町。 

美里町は、そんな“わ”を大切にしています。 
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美
里
町
に
は
、「
鉄
道
の
町
」
と
し
て
小

牛
田
駅
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
東
北
本
線
、

陸
羽
東
線
、
石
巻
線
が
交
差
す
る
交
通
の

要
衝
と
し
て
発
展
を
続
け
、
県
内
は
も
と

よ
り
東
北
地
方
各
地
の
人
と
物
と
を
つ
な

い
で
き
ま
し
た
。

こ
の
交
通
の
利
便
性
と
始
発
駅
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
駅
の
東
口
に
直
結

し
た
計
画
戸
数
６
７
０
戸
に
及
ぶ
大
規
模

な
住
宅
地
「
ゆ
と
り
〜
と
小
牛
田
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
小
牛
田

駅
の
東
西
を
つ
な
ぐ
「
小
牛
田
駅
自
由
通

路
」
な
ど
も
完
成
し
、
東
側
に
開
い
た
町

の
新
し
い
玄
関
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
は
だ
れ
で
も
利
用
で
き

る
住
民
バ
ス
と
子
ど
も
た
ち
の
通
園
・
通

学
時
の
安
全
確
保
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
住
民
バ

ス
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
前
例
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
国
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
と
の
粘
り
強
い
交
渉
が
行
わ
れ
、
県

内
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
、
全
国
各
地
で
運
行
さ
れ
て
い
る
住
民

バ
ス
の
先
駆
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

町
内
を
く
ま
な
く
走
る
住
民
バ
ス
と
ス

ク
ー
ル
バ
ス
は
、
町
の
風
景
に
も
溶
け
込

み
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
毎
日

笑
顔
と
笑
顔
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。
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小牛田駅自由通路
駅の東口、「ゆとり～と小牛田」に直結する美里町の新
しい玄関です。

バス車内
スクールバスの中は、いつも子
どもたちの元気な笑顔でいっぱ
いです。

交通の要衝
小牛田駅を結節点として、鉄道が東
西南北に走ります。

笑
顔
と
笑
顔
を
つ
な
ぐ

鉄
道
と
バ
ス

美
里
を
つ
な
ぐ

The town of Misato is located at the crossroads of the Tohoku Main Line, the
East Rikuu Line and the Ishinomaki Line railway lines. The main
thoroughfares surrounding Kogota Station, the gateway to Misato Town, are
nearing completion. The Kogota Pedestrian Overbridge links the old west-
side shopping district to Yutolete Kogota, the new east-side residential
district. The municipally-supported Community Bus system, which set a
precedent for similar programs all over Japan, is also connecting people.
This program along with our School Bus system covers all of Misato
connecting the community and bringing smiles.

M
isato

G
et
C
o
n
n
ected

「
鉄
道
の
町
」
と
し
て
駅
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
美
里
町
。

多
く
の
人
々
が
行
き
交
い
、
十
字
に
交
差
す
る
鉄
道
が

人
の
心
と
笑
顔
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。

住民バス
町民の皆さんの足として、住民バスが町内を
巡回しています。

鉄道が十字に交差するＪＲ小牛田駅は、各方
面への通勤・通学者でにぎわいます。

小牛田駅
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人
と
地
域
を

つ
な
ぐ

人
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い
ま
ち
、
美
里
。

地
域
は
人
々
の
生
活
と
心
を
潤
し
、
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
連
綿
と
続
く
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、

今
も
多
く
の
人
々
が
集
い
、
笑
顔
が
ま
ち
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

特
集

わ

A
hum

an
loop

connecting
people

and
com
m
unity

美里町町勢要覧
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水
は
人
が
生
活
し
て
い
く
上
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
奥
羽
山
系
を
水

源
と
す
る
江
合
川
と
鳴
瀬
川
は
、
清
ら
か

で
豊
か
な
水
を
美
里
の
人
々
に
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
江
合
川
と
鳴
瀬
川
が
長

い
歳
月
を
か
け
て
堆
積
し
た
土
砂
は
土
地

を
肥
沃
に
し
、
美
里
町
を
県
内
で
も
指
折

り
の
穀
倉
地
帯
に
し
ま
し
た
。

江
合
川
と
鳴
瀬
川
の
果
た
す
役
割
は
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
河
川
空
間
は
、

人
に
潤
い
を
与
え
、
心
を
和
ま
せ
る
効
用

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
水
辺
の
特
性
に
注

目
し
、
人
が
憩
う
水
と
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の

が
江
合
川
の
牛
飼
水
辺
公
園
で

す
。
同
公
園
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

広
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
、

デ
ッ
キ
、
ト
イ
レ
を
完
備
し
、

子
ど
も
た
ち
が
自
然
学
習
で
き

る
環
境
も
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
春
は
堤
防
沿
い
の

桜
、
初
夏
は
あ
じ
さ
い
の
花
、

夏
は
花
火
大
会
な
ど
季
節
ご
と

に
楽
し
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
世
代
の
人
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

江
合
川
と
鳴
瀬
川
は
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
一
級

品
で
す
。
夏
に
は
、
子
ど
も
た
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ち
が
水
遊
び
や
い
か
だ
下
り
に
興
じ
、
整

備
さ
れ
た
堤
防
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
で
は
水
辺
の
風
景
を
満
喫
し
な
が
ら

サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

美
里
町
全
域
を
貫
い
て
流
れ
る
江
合
川

と
鳴
瀬
川
は
、
自
然
の
劇
場
と
し
て
も
貴

重
な
存
在
で
す
。
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
江

合
川
と
鳴
瀬
川
に
は
サ
ケ
が
遡
上
し
て
き

ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
川
で
生
ま
れ
た
サ
ケ

は
、
稚
魚
の
う
ち
に
外
海
に
出
て
、
４
年

の
歳
月
を
経
て
、
ふ
た
た
び
生
ま
れ
故
郷

の
川
に
戻
っ
て
き
て
産
卵
し
ま
す
。
里
帰

り
を
し
た
サ
ケ
た
ち
が
背
び
れ
を
立
て
て
、

一
心
に
上
流
を
目
指
す
光
景
は
感
動
的
で

す
。
冬
に
は
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
白
鳥
た
ち

が
飛
来
し
、
鳴
瀬
川
で
ひ
と
冬
を
過
ご
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
自
然
の
営
み
を
、

ま
ち
に
暮
ら
し
な
が
ら
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
母
な
る
川
の
大
い
な
る
恵
み
の

一
つ
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
地
域
資
源
の
江
合
川

と
鳴
瀬
川
の
清
流
を
守
り
、
次
代
に
大
切

に
引
き
継
い
で
い
く
の
は
現
代
に
生
き
る

者
の
務
め
で
す
。
美
里
町
で
は
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
河
川
清
掃
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
に
対
す
る
高
い
意
識
を
育
ん

で
い
く
た
め
、
学
校
で
は
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

美
里
町
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き

た
江
合
川
と
鳴
瀬
川
の
美
し
い
流
れ
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
も
歩
み
続
け
て
い
き
ま
す
。

鳴瀬川でいかだ下り
ふるさとの自然に親しむグリーンア
ドベンチャークラブの子どもたちは
夏休みに鳴瀬川のいかだ下りにチャ
レンジし、清流の魅力を満喫します。

サケの放流
江合川では毎年、地元の幼稚園児や小学校児
童による稚魚の放流が行われます。稚魚は江
合川に遡上してきたサケの卵をふ化させたも
ので、４年後にふるさとの川に戻ってきます。

鳴瀬川で憩う白鳥
美里町に木枯らしが吹くころ、
鳴瀬川の二郷付近には白鳥が
ひと冬を過ごすためにシベリ
アから飛来し、美里町の冬の
風物詩になっています。

牛飼水辺公園
住民が水辺に親しむオープンスペースとして江合川河畔
に整備された親水公園です。イベント広場やバーベキュ
ー広場、自然観察のできる中州、あじさい花壇などがあ
り、住民の憩いの場になっています。

中埣小学校の子どもたちは、地元を流
れる江合川支流の美女川の美化を呼び
かける看板をデザインし、設置しました。

清
流
の
恵
み
を
享
受

The rivers that traverse Misato Town bring comfort.  The
banks of the Eai-gawa River and the Naruse-gawa River
provide opportunities for recreation and relaxation. The
rivers also feature various natural wonders, such as the
salmon winter run and the swan migration. The town
protects its natural resources through river cleaning and
ecological education programs-preserving their beauty
for future generations.

美
里
を
つ
な
ぐ

M
isato

G
et
C
o
n
n
ected

豊
饒
の
大
崎
平
野
を
寄
り
添
う
よ
う
に
流
れ
る
江
合
川
と
鳴
瀬
川
。

美
里
町
を
潤
す
こ
の
二
筋
の
流
れ
は
、

多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
母
な
る
川
で
す
。

美里町町勢要覧
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地
域
社
会
の
発
展
の
鍵
を
握
る
の
は
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
で
す
。
社
会
情
勢

な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
し
、

子
育
て
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る

中
、
美
里
町
は
子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も

に
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
人
と
ふ

れ
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
機
会

の
提
供
で
す
。「
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

は
、
子
ど
も
の
た
め
の
一
大
祭
典
で
す
。

会
場
の
牛
飼
水
辺
公
園
に
は
、
大
型
迷
路

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
体
を
動
か
し
た
り
、

知
的
好
奇
心
を
引
き
出
す
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。
南
郷
支
所
で
開
催
さ
れ
る

「
な
ん
ご
う
こ
ど
も
ま
つ
り
」
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
遊
び
コ
ー
ナ
ー
が
人
気
で
す
。

ま
た
、
小
学
生
が
親
元
か
ら
離
れ
、
町

の
施
設
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
学
校
に

通
う
「
合
宿
通
学
」
は
ユ
ニ
ー
ク
な
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
５
泊
６
日
の
共
同
生

活
は
子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
を
育
む
と
と

も
に
異
年
齢
の
仲
間
と
ふ
れ
あ
う
貴
重
な

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

なんごうこどもまつり
遊びコーナーには町で盛んなニュースポーツ
のフライングディスクの体験コーナーも設け
られ、子どもたちに人気です。

こどもふれあいまつり
こどもふれあいまつりには、高校生のジュ
ニアリーダーがスタッフとしてまつりの運
営に参加し、イベントを盛り上げます。

多
彩
な
体
験
活
動
を
展
開

美里 もと 

元気 も と の の 
美里の 

Children have the power to bring us energy and happiness.
Misato Town values the healthy development of its children, both
mentally as well as physically. The town organizes, supports, and
provides various events and opportunities in which children can
learn early on about inter-personal relations and cooperation in
the community. Some of the events include the Children
Friendship Festival and the Nango Children Festival.  Also a
unique communal experience camp was created for elementary
school students; they lodge together and go to school from a town
facility for several days.

まちを明るく元気づけてくれる子どもの笑顔を
守るため、美里町はまちぐるみで子どもたちの
成長を温かく見守っています。

こどもふれあいまつり
「ぴょんぴょんとびコーナー」など身
体を思い切り動かせるユニークな企画
がもりだくさんです。

合宿通学
親元から離れての５泊６日の合宿通学には小学校３年生から６年生までの
異なる年齢の子どもたちが参加します。普段はなかなか経験できない集団
生活を通じて、豊かな心と社会性が育まれます。

ＳＬの体験試乗
子どもたちが、いろいろな機会にさまざまな体験ができるよう
取り組んでいます。観光イベントで運行されたＳＬの試乗に、
子どもたちは大喜びでした。

中学生英会話コンテスト
町の国際交流協会では、町内の中学２年生を対象に英会話
コンテストを開催し、入賞者を姉妹都市の米国ミネソタ州
ウイノナ市に派遣しています。

Children - the source of Misato power

的の中に

入るかな
？

SLと一緒に
ピース！

みんなで体を動かすのって楽しいよ！

みんなで

寝るのっ
て

ワクワク
する

上手だね
！

その調子
！

負けない
ぞ！

美里町町勢要覧
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美
里
町
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か

し
、
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体

験
の
機
会
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

を
対
象
に
し
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

「
グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」
や

親
子
で
野
外
活
動
に
親
し
む
「
親
子
森
林

探
検
隊
」、
他
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
体

験
交
流
を
行
う
「
こ
ど
も
体
験
交
流
村
」

な
ど
の
活
動
に
は
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
ス
ポ

ー
ツ
教
室
や
大
会
も
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

自
然
体
験
を
通
じ
て
成
長

To give children many chances to experience nature directly,
Misato Town provides various opportunities, such as the
Green Adventure Club program, the Parent-child Forest
Expedition program, and the Experience and Interaction
Village for Kids.

ひとめぼれマラソン大会
町内外から約800人のランナーが
参加します。親子ペアや小学生、
中学生の部もあり、毎年大勢の子
どもたちが参加します。

ちびっ子相撲大会
開催回数が30回を超す伝統のある
大会で、牛飼公園相撲場で、幼稚
園児から小学生までの男女が熱戦
を繰り広げます。

こども体験交流村
農業の盛んな美里の子どもたちが他
の地域の子どもたちと互いの地域の
暮らしを１泊２日で体験しあいます。

ゴールめざしてファイト!!

ちゃんと

できるか
な？

田植えっ
て

難しいけ
ど

おもしろ
い！

力くらべ
では

負けない
ぞ！

美里 もと 

元気 も と の の 
美里の 

第
一
章 今

と
昔
を 

　
　
つ
な
ぐ わ 

美
里
町
の
多
彩
な
魅
力
は
、時
間
と
と
も
に
積
み
重
ね
ら
れ
た 

伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
伝
統
を
象
徴
す
る
文
化
財
や
年
中
行
事
は
、 

過
去
と
現
在
の
つ
な
が
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
有
形
無
形
の
貴
重
な
財
産
で
す
。 

 

A
 tim

eless loop
 con

n
ectin

g
 

tod
ay
 an
d
 y
esterd

ay

親子森林探検隊
小牛田農林高校の学校林開放講座の
一環として開催される講座で、里山
散策や自然観察を親子で体験します。
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江
合
川
、
鳴
瀬
川
が
潤
す
豊
か
な
美
里

の
地
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
が
住
み

着
い
て
い
ま
し
た
。
は
る
か
昔
の
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
は
町
内
か
ら
数
多
く
発
見
さ

れ
た
遺
跡
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
美
里
町
を
含
む
大
崎
地
方
は
、
古
墳
時

代
に
お
け
る
文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
こ
と

か
ら
町
内
に
は
古
墳
も
多
く
、
日
本
最
北

の
古
墳
群
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

眺
望
の
よ
さ
で
知
ら
れ
る
鶴
頭
公
園
は
、

か
つ
て
こ
の
地
に
築
か
れ
た
鶴
頭
城
の
城

跡
で
す
。鶴
頭
城
は
中
世
の
地
方
豪
族
、
有

壁
摂
津
守
の
居
城
と
伝
え
ら
れ
、
藩
政
確

立
後
の
元
和
６
年
（
１
６
２
０
）
に
後
藤
近

元
が
現
在
地
に
移
封
さ
れ
ま
し
た
。

昔
か
ら
人
々
の
心
を
支
え
て
き
た
信
仰

の
対
象
と
な
る
の
が
寺
社
で
す
。
町
内
に

は
、
東
北
一
円
か
ら
安
産
の
神
と
し
て
崇

敬
さ
れ
た
山
神
社
、
歴
史
の
古
い
塩
釜
神

社
や
不
動
明
王
で
有
名
な
神
寺
松
景
院
な

ど
の
寺
社
が
あ
り
、
今
も
地
域
住
民
の
心

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

木間塚神明社
天正19年（1591）に当地に遷座されまし
た。かつては北斗星をまつり、妙見堂と呼
ばれていましたが明治維新後に神明社と改
称しました。

神寺松景院の不動明王
開山400周年記念に建立された神寺不動尊は、極
彩色を施した木芯塑像で、像高７ｍ、総重量40ｔ
の規模は日本最大級です。

史跡山前遺跡
縄文時代から中世にかけての遺跡・
遺物が発掘された大規模複合遺跡で
す。昭和51年の国史跡指定を機に史
跡公園として整備されています。

山神社
コノハナサクヤヒメ・オオヤマクイノミコ
ト・天照皇大神・応神天皇を祭神とし、子授
け・安産の神様として古くから東北地方で信
仰されています。神社周辺には“産声の道”
という遊歩道が整備されています。

木間塚十王山の槻の木
木間塚地区の十王山公園にある槻の木で樹齢
は700年とも800年とも言われています。一時
期、樹勢が弱まりましたが、地元の有志によ
って手当てが施され、元気な姿を取り戻しま
した。

保土塚古墳
小牛田公園内にある古墳時代中期の古墳で直径50ｍの円墳
状をしています。元々の形状は前方後円墳で、後に方形部
分が欠損したとする説もあります。

鶴頭城跡
文献によれば、鶴頭城は中世には豪族の居城
であったとされています。現在、本丸があっ
た場所は鶴頭公園となっており、多くの人が
利用しています。

地
域
の
歴
史
の
語
り
部

時
を
つ
な
ぐ
【
文
化
財
】

長
い
歴
史
を
育
ん
で
き
た
美
里
町
に
は
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

何
代
に
も
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
遺
産
に
は
、
先
人
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

C
o
n
n
ect
w
ith
h
isto
ry

Believed to be settled since early civilization, Misato Town is
rich in historic sites such as the Jomon prehistoric habitation
sites, the Kofun ancient tombs, the Medieval Kakuto-jo Castle,
as well as long-standing temples and shrines such as Yamano-
kamisha Shrine where expectant mothers pray for easy
deliveries, the ancient Shiogama-jinja Shrine, and the historical
Kimazuka-shinmeisha Shrine.

美里町町勢要覧11
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桜
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
４
月
中
旬
に
、

町
内
の
桜
名
所
の
小
牛
田
公
園
や
十
王
山

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
出
店

な
ど
の
催
し

が
行
わ
れ
る

ほ
か
、
小
牛

田
公
園
で
は

桜
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
行

わ
れ
ま
す
。

12

若
い
衆
に
よ
っ
て
担
が
れ
る
み
こ
し
は

「
荒
れ
み
こ
し
」と
し
て
名
高
く
、ほ
ら
貝
や

太
鼓
を
鳴
ら
し
な
が
ら
勇
ま
し
く
氏
子
地

区
を
一
巡
し
ま
す
。
鳴
瀬
川
で
み
そ
ぎ
を

行
っ
た
後
、
神
社
に
戻
り
、
境
内
で
勇
壮
に

演
じ
ら
れ

る
競
り
合

い
は
見
も

の
で
す
。

美
里
町
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
住
民
総

参
加
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
６
月
第
２
土
曜
と

日
曜
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
足
踏
み
脱
穀
機
麦
こ
き
大
会
や
世
界

一
の
大
俵
引
き
、
米
俵
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
ア
タ

ッ
ク
な
ど
農
業
の
ま
ち
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク

な
催
し
と
、
住
民
に
よ
る
音
楽
の
演
奏
や

郷
土
芸
能
の
発
表
な
ど
魅
力
的
な
企
画
が

目
白
押
し
で
す
。
ま
た
、
野
菜
の
収
穫
体

験
な
ど
消
費
者
と
生
産
者
を
つ
な
ぐ
交
流

会
も
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
農
業
と
田
園
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
美
里
町
民
の
パ
ワ

ー
と
活
気
が
あ
ふ
れ
る
２
日
間
で
す
。

13

年
の
瀬
の
12
月
29
日
に
小
牛
田
駅
前
公

園
で
開
催
さ
れ
る
歳
末
恒
例
行
事
で
す
。

た
く
さ
ん
の
出
店
が
軒
を
連
ね
、
し
め
飾

り
や
餅
、
花
、

海
産
物
な
ど
、

年
越
し
や
正

月
用
品
を
買

い
求
め
る
皆

さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。小

正
月
に
山
神
社
で
開
催
さ
れ

る
県
北
地
方
最
大
の
ど
ん
と
祭
で

す
。
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た

正
月
飾
り
が
境
内
に
う
ず
高
く
積

ま
れ
、
夕
方
５
時
に
御
神
火
が
点

火
さ
れ
ま
す
。
闇
夜
に
幻
想
的
に

燃
え
盛
る
か
が
り
火
が
境
内
を
照

ら
し
出
し
、
つ
め
か
け
た
参
拝
客

は
炎
に
向
っ
て
家
内
安
全
や
無
病

息
災
を
祈
願
し
ま
す
。
ま
た
、
厳

し
い
寒
さ
の
中
で
裸
参
り
や
勇
壮

な
和
太
鼓
演
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

縁
起
物
の
ま
と
い
や
熊
手
、
祭
り

名
物
の
「
ど
ん
と
そ
ば
」
な
ど
の

屋
台
も
軒
を
連
ね
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。

小
牛
田
地
区
で
開
催
さ
れ
る
真
夏
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
８
月
初
旬
に
行
わ
れ
る
本

ま
つ
り
で
は
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
競
演
や

子
ど
も
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
、「
や
っ
ぺ
し
風

天
お
ど
り
」
な
ど
華
や
か
な
催
し
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
８
月
中
旬
に
牛
飼
水
辺

公
園
で
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会
は
、
大
勢

の
観
客
が
光
の
饗
宴
に
酔
い
し
れ
ま
す
。

二
郷
地
区
の
塩
釜
神
社
で
は

11
月
初
頭
に
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
稚
児
行
列
で
は
、
翌
年
の

春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど

も
た
ち
が
そ
ろ
い
の
衣
装
を
着

て
行
列
し
ま
す
。

秋
も
深
ま
っ
た
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上

旬
の
２
週
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
内
は
も
と
よ
り
近
隣
市
町
か
ら
約
６
０

０
鉢
の
菊
が
出
品
さ
れ
、
期
間
中
は
大
勢

の
皆
さ
ん
が
会
場
を
訪
れ
ま
す
。
優
秀
作

品
に
は
農
林
水

産
大
臣
賞
や
宮

城
県
知
事
賞
の

贈
呈
も
あ
り
、

県
内
で
も
屈
指

の
菊
花
展
と
な

っ
て
い
ま
す
。

美
里
ご
よ
み

【
歳
時
記
】

M
isato

C
alen

d
ar

活
き
生
き
田
園

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

木
間
塚
神
明
社

例
大
祭

お
ん
べ
こ
郷
夏

ま
つ
り

桜
ま
つ
り

菊
ま
つ
り

塩
釜
神
社
大
祭

こ
ご
た
ど
ん
と
祭

歳
の
市

美
里
町
で
は
春
夏
秋
冬
、多
彩
な
祭
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

歴
史
の
あ
る
祭
と
新
し
い
祭
り
が
、

地
域
の
人
々
の
心
を
世
代
を
越
え
て
一
つ
に
し
ま
す
。

い

ご
う

か

い
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町
面
積
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
農
地
が

占
め
る
美
里
町
は
実
り
豊
か
な
農
業
の
ま

ち
で
す
。
一
面
に
広
が
る
大
区
画
の
水
田

で
は
、
サ
サ
ニ
シ
キ
や
ひ
と
め
ぼ
れ
と
い

っ
た
銘
柄
米
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ

シ
も
北
浦
梨
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
ト
マ

ト
や
イ
チ
ゴ
、
糸
み
つ
ば
、
大
葉
、
花
き

と
い
っ
た
施
設
園
芸
も
盛
ん
で
、
特
に
町

花
に
も
な
っ
て
い
る
バ
ラ
は
出
荷
量
、
品

質
と
も
に
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

こ
れ
ら
の
多
彩
な
農
産
物
に
付
加
価
値

を
つ
け
る
加
工
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
豊

富
で
す
。
伝
統
製
法
で
つ
く
ら
れ
る
地
酒

や
味
噌
・
醤
油
と
い
っ
た
醸
造
製
品
、
ハ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
餅
な
ど
の
加
工
品
は

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
よ
さ
が
つ
ま
っ
て
い
ま

す
。
豊
か
な
大
地
と
澄
ん
だ
水
と
空
気
、そ

し
て
美
里
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
努
力
が
美
里
ブ
ラ
ン
ド
の
魅

力
を
支
え
て
い
ま
す
。

美里町の農産物や加工品を生産者が直接販売する場が『花

野果（はなやか）市場』と『こごた朝市』です。『花野果市場』

は、朝採りの野菜や果物、生花など旬の農作物を１年を通じ

て販売しています。また、手づくりの味噌や豆腐、ソーセー

ジ、おふくろの味が人気のそう菜などバラエティに富んだ農

産加工品も取りそろえています。『こごた朝市』は、小牛田

駅近くの駅前公園と商工会館前で５月から10月の日曜日に開

催されます。どちらも生産者の顔が見える直売ならではの確

かな品質と温かなふれあいが好評です。

15

大
地

農
産
物
に
代
表
さ
れ
る
美
里
町
自
慢
の
特
産
品
は

豊
饒
の
大
地
か
ら
の
贈
り
物
。

ど
れ
も
が
五
感
に
響
く
逸
品
で
す
。

珠
玉
の
美
里
ブ
ラ
ン
ド

味
噌
・
醤
油

地
酒

バ
ラ

大崎平野は大豆の名産地で
す。肥沃な土壌が育んだ地
元産大豆と江戸時代から続
く伝統の技が組み合わさっ
て豊かな風味を生み出して
います。

栽培品種は30種を超え、農林水産大
臣賞をはじめさまざまな賞に輝くな
ど品質は市場から高く評価されてい
ます。

そ
の
他
の

特
産
物

県内でも稀少になった山廃仕
込を受け継ぎ、旨みとこくが
あり、あきのこない味わ
いにこだわった美里
町を代表する地酒
です。

葉もの野菜、イチゴやナシなどの農
産物からうどんやお餅、手づくりハ
ム・ソーセージ、菓子などの農産加
工品まで豊富なラインナップと自然
の恵みを満喫できる味わいが美里ブ
ランドの魅力です。

花野果市場

こごた朝市

ナシ
まんじゅう
うどん
イチゴ
ハム・ソーセージ
餅

1

2

3

4

5

6

Approximately 70 percent of the town is
covered by farm land. Naturally, Misato
depends highly upon agricultural products,
the primary one being Sasanishiki Rice.
Other local specialties include fruits (pears
and strawberries), flowers (rose is our town
flower), as well as secondary products such
as sake, soy sauce, and cakes.

3

4

5

1 の
め
ぐ
み 【

特
産
品
】

G
ifts
fro
m
th
e
lan
d

特産品直売所

2

6
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明
治
22
年
　
●
４
月
　
市
町
村
制
施
行
。
村
々
が
合
併
し
、
小
牛
田
村
、

不
動
堂
村
、
北
浦
村
、
中
埣
村
、
南
郷
村
が
誕
生

明
治
23
年
　
●
４
月
　
東
北
鉄
道
小
牛
田
駅
開
業

明
治
26
年
　
●
11
月
　
南
郷
高
等
小
学
校
の
校
舎
新
築

明
治
27
年
　
●
７
月
　
村
立
南
郷
消
防
組
結
成

●
木
間
塚
橋
架
橋

明
治
29
年
　
●
５
月
　
南
郷
村
役
場
庁
舎
完
成

明
治
32
年
　
●
砂
山
小
学
校
焼
失
、
新
校
舎
建
築

明
治
33
年
　
●
５
月
　
陸
前
北
部
地
震
（
小
牛
田
地
震
）
発
生

明
治
34
年
　
●
３
月
　
彫
堂
小
学
校
が
移
転
新
築

明
治
37
年
　
●
１
月
　
南
郷
小
学
校
校
舎
火
災

●
12
月
　
南
郷
小
学
校
校
舎
新
築

明
治
40
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
村
が
町
制
施
行
し
小
牛
田
町
誕
生

●
南
郷
郵
便
局
開
設

大
正
２
年
　
●
４
月
　
藤
ヶ
崎
町
に
小
牛
田
駅
移
転
開
業

●
４
月
　
南
郷
村
に
配
電

大
正
３
年
　
●
９
月
　
小
牛
田
町
、
不
動
堂
村
に
配
電

●
９
月
　
北
浦
駅
開
業

大
正
４
年
　
●
11
月
　
小
牛
田
町
青
年
団
発
足

大
正
５
年
　
●
６
月
　
小
牛
田
駅
前
郵
便
局
開
局

●
小
牛
田
町
に
遠
田
家
畜
市
場
開
設

大
正
６
年
　
●
江
合
川
、
鳴
瀬
川
合
流
工
事
開
始

大
正
10
年
　
●
南
郷
、
二
郷
小
学
校
が
合
併

大
正
12
年
　
●
８
月
　
不
動
堂
小
学
校
校
舎
新
築

昭
和
元
年
　
●
11
月
　
齋
藤
報
恩
農
業
館
開
設

昭
和
３
年
　
●
３
月
　
彫
堂
小
学
校
廃
止

●
12
月
　
不
動
堂
村
上
水
道
送
水
開
始

●
練
牛
小
学
校
が
現
在
地
に
移
転

昭
和
４
年
　
●
11
月
　
北
浦
・
青
生
小
学
校
校
舎
新
築

●
大
柳
郵
便
局
開
設

●
南
郷
村
農
会
創
設

昭
和
５
年
　
●
11
月
　
遠
田
郡
畜
産
組
合
設
立

昭
和
６
年
　
●
３
月
　
南
郷
村
立
高
等
国
民
学
校
開
設

●
感
恩
橋
・
木
間
塚
橋
架
設

昭
和
８
年
　
●
南
郷
村
立
診
療
院
開
院

昭
和
10
年
　
●
木
間
塚
有
隣
館
完
成

昭
和
12
年
　
●
南
郷
村
で
満
州
分
村
移
民
開
始

昭
和
14
年
　
●
８
月
　
中
埣
郵
便
局
開
局

昭
和
18
年
　
●
南
郷
村
が
全
国
標
準
農
村
計
画
村
指
定

昭
和
20
年
　
●
８
月
　
小
牛
田
駅
爆
撃

昭
和
22
年
　
●
４
月
　
南
郷
中
学
校
開
校

昭
和
23
年
　
●
３
月
　
遠
田
郡
畜
産
農
協
設
立

●
４
月
　
小
牛
田
農
林
学
校
が
新
制
高
校
に
な
る

●
南
郷
村
消
防
団
結
成

●
南
郷
農
学
校
が
県
立
南
郷
農
業
高
等
学
校
に
な
る

●
南
郷
中
学
校
校
舎
新
築
竣
工
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●
南
郷
村
農
業
共
済
組
合
、
農
業
協
同
組
合
設
立

昭
和
24
年
　
●
８
月
　
小
牛
田
中
学
校
校
舎
完
成

●
10
月
　
遠
田
郡
畜
産
農
協
和
牛
登
録
開
始

●
中
埣
中
学
校
校
舎
完
成

●
南
郷
農
高
が
女
子
普
通
科
設
置

昭
和
25
年
　
●
４
月
　
不
動
堂
村
が
町
制
施
行
し
不
動
堂
町
誕
生

昭
和
26
年
　
●
10
月
　
小
牛
田
地
区
警
察
署
発
足

昭
和
27
年
　
●
６
月
　
不
動
堂
中
学
校
校
舎
完
成

昭
和
28
年
　
●
12
月
　
北
浦
中
学
校
校
舎
完
成

●
二
郷
保
育
園
開
設

昭
和
29
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
町
、
不
動
堂
町
、
北
浦
村
、
中
埣
村
の
４

町
村
が
合
併
し
小
牛
田
町
誕
生

●
７
月
　
南
郷
村
が
町
制
施
行
し
南
郷
町
誕
生

●
８
月
　
住
民
投
票
に
よ
り
小
牛
田
町
に
敷
玉
村
青
生
地
区

編
入

昭
和
30
年
　
●
12
月
　
小
牛
田
町
役
場
庁
舎
、
藤
ヶ
崎
町
に
完
成

昭
和
31
年
　
●
１
月
　
小
牛
田
町
北
浦
西
部
地
区
が
古
川
市
へ
編
入

昭
和
32
年
　
●
３
月
　
小
牛
田
町
町
営
グ
ラ
ン
ド
完
成

●
４
月
　
小
牛
田
町
が
国
民
健
康
保
険
全
町
実
施

●
７
月
　
小
牛
田
町
商
工
会
設
立

昭
和
34
年
　
●
５
月
　
三
笠
宮
妃
殿
下
が
、
南
郷
町
母
子
愛
育
会
総
会
御

来
臨

●
５
月
　
南
郷
町
が
新
農
山
漁
村
建
設
事
業
実
施
地
域
指
定

●
６
月
　
小
牛
田
駅
駅
舎
完
成

昭
和
35
年
　
●
８
月
　
陸
前
谷
地
駅
開
設

昭
和
37
年
　
●
４
月
　
県
立
小
牛
田
ろ
う
学
校
完
成

●
４
月
　
宮
城
県
北
部
地
震
発
生

昭
和
38
年
　
●
３
月
　
小
牛
田
町
が
交
通
安
全
都
市
宣
言

●
４
月
　
大
崎
東
部
衛
生
処
理
組
合
設
立

●
５
月
　
南
郷
町
立
小
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

●
８
月
　
小
牛
田
町
立
老
人
ホ
ー
ム
「
ひ
ば
り
園
」
完
成

昭
和
39
年
　
●
10
月
　
南
郷
町
立
小
島
分
校
廃
校
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学

開
始

●
南
郷
町
上
水
道
完
工

昭
和
40
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
保
育
所
開
設

●
７
月
　
南
郷
町
児
童
館
建
設

●
７
月
　
出
来
川
橋
竣
工

●
11
月
　
大
崎
東
部
衛
生
処
理
場
完
成

昭
和
41
年
　
●
４
月
　
大
崎
地
区
消
防
事
務
組
合
設
立

昭
和
42
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
町
が
「
小
牛
田
音
頭
」
発
表

昭
和
43
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
橋
落
成

●
５
月
　
小
牛
田
、
北
浦
、
不
動
堂
の
各
農
協
が
合
併
し
、

小
牛
田
町
農
協
発
足

●
12
月
　
小
牛
田
町
の
駅
前
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

完
成

●
南
郷
町
が
明
治
百
年
記
念
事
業
と
し
て
「
先
賢
の
碑
」

等
の
標
柱
設
置

昭
和
44
年
　
●
３
月
　
中
埣
簡
易
水
道
完
成

●
12
月
　
小
牛
田
町
の
山
の
神
団
地
完
成

昭
和
45
年
　
●
７
月
　
南
郷
町
の
学
校
給
食
が
パ
ン
か
ら
米
飯
補
食
給

食
に
切
り
替
え

●
米
作
生
産
調
整
実
施

昭
和
46
年
　
●
８
月
　
大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
設
立

昭
和
47
年
　
●
５
月
　
南
郷
幼
稚
園
開
園

●
12
月
　
小
牛
田
町
役
場
庁
舎
、
駒
米
に
完
成

昭
和
48
年
　
●
３
月
　
小
牛
田
町
の
大
口
団
地
完
成

●
３
月
　
南
郷
町
役
場
西
庁
舎
完
成

●
４
月
　
小
牛
田
駅
前
公
園
完
成

●
６
月
　
小
牛
田
町
で
「
こ
ご
た
朝
市
」
始
ま
る

●
８
月
　
小
牛
田
町
粗
大
ゴ
ミ
処
理
場
完
成

昭
和
49
年
　
●
１
月
　
「
こ
ご
た
ど
ん
と
祭
」
初
開
催

●
３
月
　
小
牛
田
町
の
蜂
谷
森
団
地
完
成

●
８
月
　
小
牛
田
町
公
民
館
・
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
50
年
　
●
11
月
　
小
牛
田
町
全
域
に
上
水
道
整
備
完
了

昭
和
51
年
　
●
１
月
　
第
１
回
「
は
た
ち
の
大
行
進
」
開
催

●
３
月
　
山
前
遺
跡
が
国
史
跡
指
定

昭
和
52
年
　
●
４
月
　
不
動
堂
小
学
校
新
校
舎
完
成

●
９
月
　
小
牛
田
町
の
山
前
団
地
分
譲
開
始

美
里
の
あ
ゆ
み

明
治
22
年（
１
８
８
９
）の
市
町
村
制
施
行
か
ら
昭
和
29
年（
１
９
５
４
）の
小
牛
田
町
、

南
郷
町
の
誕
生
、
平
成
18
年
に
合
併
し
美
里
町
が
誕
生
す
る
ま
で
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

【
歴
史
年
表
】

H
isto
ry
o
f
M
isato

昭和29年
南郷町制祝賀パレード

昭和43年
特急やまびこ小牛田駅に停車

昭和40年ごろ
小牛田駅前

昭和40年代
在りし日の野田倶楽部

昭和29年
小牛田町開庁式
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昭
和
53
年
　
●
１
月
　
小
牛
田
町
が
「
町
民
憲
章
」
制
定

●
３
月
　
南
郷
町
立
町
民
体
育
館
完
成

●
６
月
　
宮
城
県
沖
地
震
発
生

昭
和
54
年
　
●
２
月
　
南
郷
町
立
み
な
み
幼
稚
園
完
成

●
５
月
　
小
牛
田
町
文
化
会
館
完
成

●
11
月
　
青
生
小
学
校
新
校
舎
完
成

●
11
月
　
感
恩
橋
完
成

昭
和
55
年
　
●
３
月
　
小
島
簡
易
水
道
完
成

昭
和
56
年
　
●
３
月
　
南
郷
町
立
歯
科
診
療
所
完
成

●
10
月
　
小
牛
田
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
57
年
　
●
１
月
　
南
郷
町
が
天
災
融
資
法
に
よ
る
特
別
被
害
地
域

（
激
甚
災
害
）
指
定

●
３
月
　
小
牛
田
地
区
公
民
館
完
成

●
３
月
　
南
郷
町
が
防
災
行
政
無
線
運
用
開
始

●
３
月
　
南
郷
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
助
産
部
門
廃
止

●
７
月
　
南
郷
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
58
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
町
役
場
窓
口
業
務
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入

昭
和
59
年
　
●
１
月
　
南
郷
町
歯
科
診
療
所
が
一
般
患
者
の
診
療
開
始

●
３
月
　
中
埣
地
区
公
民
館
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

●
12
月
　
小
牛
田
町
が
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

昭
和
62
年
　
●
12
月
　
南
郷
町
が
「
非
核
・
平
和
宣
言
」

平
成
元
年
　
●
４
月
　
南
郷
町
役
場
新
庁
舎
完
成

●
７
月
　
南
郷
町
が
「
町
民
憲
章
」
制
定

平
成
２
年
　
●
５
月
　
近
代
文
学
館
完
成

●
６
月
　
第
１
回
「
活
き
生
き
田
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催
　

●
７
月
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催

平
成
３
年
　
●
３
月
　
大
崎
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
転
開
始

●
３
月
　
南
郷
保
育
所
完
成

平
成
４
年
　
●
４
月
　
南
郷
町
健
康
づ
く
り
の
広
場
完
成

第
二
章 

わ 夢と
希
望
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、 

住
民
と
行
政
が
手
を
と
り
あ
い
、 

と
も
に
考
え
、と
も
に
汗
を
流
し
て 

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

A
 loop

 con
n
ectin

g
 

M
isato w

ith
 th
e fu
tu
re

未
来
と
美
里
を 

　
　
つ
な
ぐ 

美
里
の
あ
ゆ
み

●
11
月
　
第
１
回
「
ひ
と
め
ぼ
れ
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催

●
11
月
　
南
郷
町
地
域
ケ
ア
拠
点
施
設「
活
き
生
き
セ
ン
タ
ー
」

完
成

●
12
月
　
南
郷
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
５
年
　
●
４
月
　
小
牛
田
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
る
び
あ
館
」

完
成

平
成
６
年
　
●
４
月
　
南
郷
町
立
南
郷
病
院
移
転
新
築

●
８
月
　
南
郷
町
交
流
館
「
で
ん
え
ん
土
田
畑
村
」
完
成

平
成
７
年
　
●
４
月
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い
な
ほ
の
里
」
開
所

●
10
月
　
小
牛
田
町
住
民
バ
ス
「
お
ん
べ
こ
号
」
運
行
開
始

平
成
８
年
　
●
３
月
　
南
郷
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
11
年
　
●
３
月
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場
オ
ー
プ
ン

●
７
月
　
南
郷
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

平
成
12
年
　
●
３
月
　
砂
山
小
学
校
閉
校

平
成
13
年
　
●
４
月
　
農
産
物
直
売
所
「
花
野
果
市
場
」
オ
ー
プ
ン

●
８
月
　
国
道
１
０
８
号
小
牛
田
バ
イ
パ
ス
開
通

●
９
月
　
小
牛
田
町
が
米
国
ウ
イ
ノ
ナ
市
と
姉
妹
都
市
締
結

●
10
月
　
み
や
ぎ
国
体
開
催

平
成
14
年
　
●
５
月
　
鳴
瀬
川
中
流
堰
完
成

平
成
15
年
　
●
７
月
　
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
発
生

平
成
16
年
　
●
３
月
　
小
牛
田
橋
完
成

●
４
月
　
南
郷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

●
11
月
　
小
牛
田
町
、
南
郷
町
町
制
施
行
50
周
年

平
成
17
年
　
●
２
月
　
小
牛
田
町
・
南
郷
町
合
併
協
議
会
設
立

●
３
月
　
小
牛
田
町
・
南
郷
町
合
併
協
定
調
印
、
新
町
の
名
称

「
美
里
町
」
に

●
４
月
　
幼
稚
園
・
保
育
所
一
体
施
設
「
げ
ん
き
ど
ー
む
」

完
成

平
成
18
年
　
●
１
月
　
美
里
町
誕
生

平成18年
美里町開町記念式典

平成15年
宮城県北部連続地震

平成4年
天皇・皇后両陛下、南郷町御来町
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In order to build a town where residents
can enjoy culture, sports and a lifetime
of learning, Misato town has several
guidelines and projects that support
pre-school, public, and social education
along with region-promoting activities
such as arts and crafts, cultural
activities and "sports for life" programs.

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
人
が
、
生
涯
を
通
し
て
学
び
、
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
「
生
涯
を
通
し

て
学
び
楽
し
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

た
め
に
『
生
涯
学
習
振
興
計
画
』『
町
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
』『
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
』
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
生
涯
学
習
の
総
合

的
な
推
進
体
制
の
整
備
や
一
人
ひ
と
り
が

学
ぶ
大
切
さ
と
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
社
会
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
学
前
教
育
や
個
性
・
心
・

基
礎
学
力
を
重
視
し
た
学
校
教
育
の
充
実
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
な
ど
青
少
年
の

健
全
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
芸
術
・
文
化
活

動
の
振
興
、
関
根
神
楽
な
ど
郷
土
芸
能
の

継
承
や
活
動
支
援
、
健
康
と
生
き
が
い
を

つ
く
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応

生
涯
を
通
し
て
学
び

楽
し
む
ま
ち
づ
く
り

A
p
lace

to
en
jo
y
a
lifetim

e
o
f
learn

in
g

一人ひとりが輝き、ともに生きるまちづくり
Each resident radiates with happiness and lives in safety and harmony

文化会館での仙台フィル演奏会資料が充実している図書館町民の健康を守る町立南郷病院

教
育
・ 

文
化 

Misato Town intends to build a society in which
people are self-sustaining, live safely, and work
actively throughout life. To realize lifelong health
and to curb the number of bedridden elderly, the
town supports and promotes health-enhancing
programs, a regional medical care system as well
as parental education programs according to local
welfare guidelines.

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
と
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
く
『
地
域
福
祉
計

画
』
を
策
定
し
、
住
民
の
だ
れ
も
が
自
立
し

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
多
様
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
活
動
す
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

保
健
・
高
齢
者
福
祉
で
は
、
寝
た
き

り
・
要
介
護
者
を
つ
く
ら
な
い
元
気
な
長

寿
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
活
動
の
推
進
や
体
制
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
分
野
に
お
い

て
は
、
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
強
化
を
図

り
な
が
ら
地
域
医
療
体
制
を
進
め
る
と
と

も
に
、
障
害
者
を
地
域
で
支
え
る
地
域
型

福
祉
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
親
と
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の

仲
間
と
触
れ
合
え
る
よ
う
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
組
織
化
や
活
動
支
援
な
ど
を
行
い
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
健
康
を
支
援
・
促
進

健
や
か
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

A
tow
n
ofhealth

and
safety

一人ひとりが輝き、ともに生きるまちづくり
Each resident radiates with happiness and lives in safety and harmony

高齢者の健康づくり

流水運動教室

健
康
・ 

福
祉 

親子ビクス
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Active lives are supported by active businesses.
Misato Town assists the development of human
resources for the next generation agricultural
industry. The town supports and promotes the
renovation of local shopping malls and campaigns
to generate MISATO brand awareness. It also
provides a fully-integrated service for business
entities considering operations in Misato. The
town encourages business development under its
general policy for industrial promotion.

総
合
的
な
産
業
振
興
の
方
針
の
も
と
に
、

住
民
が
誇
り
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
「
力
強
い
産
業
が
い
き
づ
く
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
美
里
町
の
特
色
の
あ
る
農
業
農

村
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
に
、
次
代

を
担
う
経
営
感
覚
に
優
れ
た
担
い
手
や
経

営
体
の
育
成
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
多

面
的
機
能
や
景
観
の
維
持
・
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、魅
力
的
な
商
店
街
づ
く
り
や
美
里

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
と
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
既
存

企
業
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
規

進
出
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
優
遇
制
度
と

併
せ
、
検
討
段
階
か
ら
立
地
・
操
業
に
至

る
ま
で
の
各
種
サ
ポ
ー
ト
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

産
業
を
総
合
的
に
振
興

力
強
い
産
業
が

い
き
づ
く
ま
ち
づ
く
り

A
tow
n
ofgrow

ing
business

一人ひとりが輝き、ともに生きるまちづくり
Each resident radiates with happiness and lives in safety and harmony

農家レストラン県知事による町内企業訪問新しい街「ゆとり～と小牛田」

産
業 

振
興 

The town's primary responsibility is to
provide people with safety, security,
and comfort surrounded by the
wonders of nature. To accomplish this,
Misato Town is undertaking various
operations and programs such as land-
use planning, road and public transport
management, fire protection and
emergency services, disaster
prevention, water and sewage
management, landscape and public
green zoning, etc.

安
全
に
安
心
し
て
、
美
し
い
自
然
の
中

で
快
適
に
生
活
で
き
る
「
く
ら
し
や
す
さ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

『
国
土
利
用
計
画
』
と
『
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
』の
策
定
か
ら
総
合
的
な
土
地

利
用
構
想
を
明
確
に
し
て
、
ま
ち
の
市
街

地
・
集
落
の
計
画
的
な
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
広
域
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
の
整
備
、

鉄
道
や
バ
ス
交
通
の
維
持
・
充
実
、
地
域

情
報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
と
宮
城
県

沖
地
震
な
ど
に
備
え
た
防
災
体
制
の
推
進
、

交
通
安
全
・
防
犯
体
制
を
確
立
し
、
住
民

が
安
心
し
て
日
々
の
暮
ら
し
を
過
ご
せ
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
自
然
環
境
や
景
観
の
保

全
・
創
造
、
環
境
衛
生
や
公
害
防
止
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
住
宅
地
の
販
売
促
進

や
公
園
・
緑
地
・
広
場
の
整
備
、
上
下
水

道
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
生
活
を

実
現

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

A
tow
n
thatis

com
fortable

to
live
in

一人ひとりが輝き、ともに生きるまちづくり
Each resident radiates with happiness and lives in safety and harmony

町民の生命と財産を守る消防団

農作業風景

生
活 

環
境 

防災訓練

美里町町勢要覧
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美
里
町
議
会
は
町
民
か
ら
選
出
さ
れ
た

18
名
の
町
議
会
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
治
体
の
議
決
機
関
と
し
て
、
約

２
万
６
千
人
の
町
民
の
声
を
審
議
の
場
に

よ
り
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
議
会
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

美
里
町
は
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
地

方
に
押
し
寄
せ
る
時
代
の
変
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、『
美
里
町
行
政
改
革
大
綱
』

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
綱
に
基
づ

き
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
不

可
欠
な
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
構
築

し
、
住
民
の
声
を
聞
き
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
や
人
材
育
成
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
行

政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
業
務
運

用
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
電
子
自
治
体

を
推
進
す
る
と
と
も
に
役
場
窓
口
や
公
共

施
設
等
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
手
続

き
事
務
の
簡
素
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
民
の
声
を
施
政
に
反
映

To reflect the opinions of people in
municipal policy as much as possible,
the Misato Town Assembly, consisting
of 18 councilors, debates reforms
toward active and efficient assembly. In
the meantime, the municipal govern-
ment sets out general reform guidelines
for personnel awareness, human
resources training, and electronic
municipality in order to provide better
services to residents.

Residents and the local government
are partners. Misato Town invites
active participation of residents in town
management, and supports grass-root
activities in the local community, by
non-profit or volunteer groups. The
town also promotes  gender-equality,
efficient town management and sound
financial practices.

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担
い
、
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
自
立
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
と
住
民

が
協
働
し
て
地
域
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に

あ
た
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
た
め
、
分
か

り
や
す
い
行
政
運
営
と
町
政
へ
の
住
民
参

画
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
住
民
活
動
の
活
性
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
ウ
イ
ノ
ナ
市
な
ど
と
の

国
際
交
流
や
国
内
で
の
地
域
間
交
流
、
地

域
内
交
流
な
ど
、
交
流
事
業
の
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
非
核
・
平
和

都
市
と
し
て
の
平
和
行
政
の
推
進
、『
男
女

共
同
参
画
推
進
基
本
計
画
』
の
策
定
や
普

及
・
啓
発
事
業
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

総
合
計
画
の
進
行
管
理
や
協
働
シ
ス
テ
ム

の
制
度
化
な
ど
、
行
財
政
運
営
の
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役

自
立
を
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り

A
self-sustaining

com
m
unity

行
政

A
d
m
in
istratio

n

一人ひとりが輝き、ともに生きるまちづくり
Each resident radiates with happiness and lives in safety and harmony

歯科ボランティア養成講座平和事業

住
民 

参
画 

国際交流活動

議会

役場窓口

美里町町勢要覧
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美
里
人 

未
来
を
語
る 

美
里
町
で
暮
ら
す 

皆
さ
ん
に 

聞
き
ま
し
た
!

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
美
里
町
。 

夢
や
希
望
あ
ふ
れ
る
未
来
を
、私
た
ち
が
発
表
し
ま
す
！ 

M
isato

 p
eo
p
le sp

eak o
n
 th
e fu
tu
re

み
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
　
　
　
　
　
　
　
び
と 

美里町って 
どんなところ?

町 名  
面 積  
人 口  
世帯数 
所在地 

： 

： 

： 

： 

： 

美里町（みさとまち） 
75.06km2 
26,307人（H20.1末現在） 
8,355世帯（H20.1末現在） 
〒987-8602 
宮城県遠田郡美里町北浦 
字駒米13番地 

美里町は平成18年１月１日、宮城県北東部に位
置する遠田郡内の小牛田町・南郷町２町が新
設合併して生まれた町です。仙台市とは40ｋｍの
距離にあり、東北本線、陸羽東線、石巻線が交
差する交通の要衝となっています。２本の国道も
走り、交通アクセスのよさから、仙台市・石巻市・
大崎市の通勤圏として定住する人も多く、宅地
開発も盛んです。気候は太平洋側気候で、冬季
の降水量が少なく、降雪期間も比較的短いこと
から、とても住みよい条件下にあります。町の面
積の約70%を豊かな水田や畑が占め、この恵ま
れた土地で営まれる農業が、町の基幹産業と
なっています。そのほか、宮城県の食糧基地として、
コメや野菜はもちろん、果樹や施設園芸もたい
へん盛んです。 

!

仲間と一緒に 
元気を探求 
できる町に 

商店街に活気を 
取り戻しましょう 

旧町の間で 
交流を深めて 
いきたいですね 

安心して 
子育てできる 

平和な町がいいな 

一体感を 
感じることが 
できる町を 
つくります 

2627 美里町町勢要覧



北
浦
地
区
公
民
館

北
浦
地
区
公
民
館 
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鳴
瀬
川 

鳴瀬川 鳴瀬川 

江合川 江合川 

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線 

ＪＲ陸羽東線 

ＪＲ
石巻
線

石巻
線 

ＪＲ
石巻
線 

こごた 

き
た
う
ら 

り
く
ぜ
ん 

や
ち 至 古川 

至 一関 

至 石巻 

至 仙台 

神寺松景院 

勤労青少年ホーム 
中埣地区公民館 

中
埣
幼
稚
園 

中
埣
小
学
校 北

浦
幼
稚
園 

北
浦
地
区
公
民
館 

北
浦
小
学
校 

農村婦人の家 

北
浦
地
区
公
民
館 
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鳴
瀬
鳴
瀬
川 

鳴
瀬
川 

鳴瀬川 

江合川 

ＪＲ
石巻
線 

南郷高校 

花野果市場 
カントリーエレベーター 

ハニーローズ 
なんごう 

シルバー人材センター 

農家レストラン 
白山堂 

グリーンタウンなんごう 

南郷地区市街図 

鳴瀬川 

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線 

ＪＲ石巻線 

こごた 
小牛田郵便局 

鳴
瀬
川 

 

0 1km500m

0 500m250m

小
牛
田
中
学
校 トレーニング 

センター 

小牛田 
農林高校 

山神社 
小牛田 
幼稚園 

小牛田小学校 

青生コミュニティ 
センター 

小牛田駅前公園 

小牛田公園 

鳴瀬川 
サイクリングロード 

保土塚古墳 

カリヨンの 
時計塔 

遠田 
警察署 

養護老人ホームひばり園 

駅東地域交流センター 

介護老人福祉施設みさとの杜 

青
生
幼
稚
園 素

山
野
球
場 

京
銭
塚
古
墳 

青
生
小
学
校 

蜂
谷
森
公
園 

史
跡
山
前
遺
跡 

美里町公民館 

近代文学館 

文化会館 

美里町役場 

小牛田保育所 

不動堂中学校 

不動堂小学校 

不動堂幼稚園 

鶴頭城跡 

小牛田地区 
公民館 

南
郷
小
学
校 

南
郷
中
学
校 

野
外
活
動
施
設 

で
ん
え
ん
土
田
畑
村 

南
郷
総
合
支
所 

活
き
生
き
セ
ン
タ
ー 

特
養
老
人
ホ
ー
ム 

い
な
ほ
の
里 

南
郷
病
院 

南郷球場 
南郷テニスコート 

南郷子育て 
支援センター 

商工会南郷支所 老人憩いの家ことぶき荘 
農村環境改善センター 

南郷郵便局 

スイミングセンター 

なんごう幼稚園・保育園 
南郷体育館・南郷グラウンド 

小牛田地区市街図 
こ ご た  

108

健康福祉センター 
さるびあ館 

十王山公園の槻の木 

江合川と鳴瀬川に育まれてきた美里町。 
地図を片手にまちを散策してみよう！ 

 

江合川と鳴瀬川に育まれてきた美里町。 
地図を片手にまちを散策してみよう！ 

 

美里町 
ガイドマップ 
美里町 

ガイドマップ 
美里町美里町 

ガイドマップ 
0 500m 2km

ゆとり～と小牛田 

な んごう  
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明
治
、
大
正
、
昭
和
と
、
社
会
的
に
も
文

化
的
に
も
大
き
く
揺
れ
動
い
た
時
代
に
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
生
き

た
郷
土
出
身
の
千
葉
亀
雄
氏
。
鋭
い
時
代
感

覚
で
常
に
未
来
を
意
識
し
、
ペ
ン
を
休
ま
せ

る
こ
と
な
く
時
代
を
写
し
出
し
ま
し
た
。

近
代
文
学
館
に
併
設
し
て
い
る
千
葉
亀
雄

記
念
文
学
室
に
は
、
本
人
の
著
書
は
も
ち
ろ

ん
、
徳
富
蘇
峰
か
ら
贈
ら
れ
た
机
や
菊
池
寛
、

河
井
酔
茗
か
ら
の
手
紙
、
多
彩
な
人
々
と
の

記
念
写
真
や
愛
用
品
な
ど
約
１
６
０
点
も
の

展
示
品
が
あ
り
ま
す
。

野
田
眞
一
氏
は
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）

に
、
美
里
町
大
柳
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
分

に
財
を
残
す
の
で
は
な
く
、
人
や
地
域
が
豊

か
に
な
る
こ
と
を
常
に
願
っ
て
い
た
心
温
か

い
人
柄
で
、
多
く
の
人
に
慕
わ
れ
ま
し
た
。

氏
の
残
し
た
功
績
は
多
く
、
道
路
や
橋
の
整

備
、
医
院
や
郵
便
局
、
銀
行
や
娯
楽
施
設

「
野
田
ク
ラ
ブ
」
の
建
設
な
ど
、
惜
し
む
こ
と

な
く
私
財
を
投
じ
ま
し
た
。
中
で
も
文
教
面

の
貢
献
は
大
き
く
、
校
舎
や
講
堂
な
ど
を
整

備
し
、
南
郷
高
等
国
民
学
校
（
現
県
立
南
郷

高
校
）
の
創
設
に
尽
力
し
ま
し
た
。

詩
人
土
井
晩
翠
は
「
徳
を
積
み
君
が
た
て

に
し
い
さ
を
し
を
い
ひ
尽
く
す
べ
き
言
の
葉

ぞ
な
き
」
と
氏
を
詠
い
ま
し
た
。

朝
日
壇
の
板
碑
は
弘
安
２
年
（
１
２
７
９
）

に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
町
内
で
最
も
古

い
時
期
の
も
の
で
す
。
板
碑
は
鎌
倉
時
代
ご

ろ
か
ら
故
人
の
追
善
供
養
の
た
め
に
石
に
梵

字
を
刻
み
建
て
る
風
習
が
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。
朝
日
壇
の
板
碑
は
長
年
の
風
化
で
梵
字

も
建
立
者
も
不
明
で
す
。

ま
た
、
史
実
と
は
別
に
こ
の
地
に
「
み
ず

い
ぼ
神
様
」
と
し
て
ま
つ
ら
れ
、
次
の
よ
う

な
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
源
（
木
曾
）
義

仲
が
、
源
範
頼
・
義
経
と
宇
治
・
勢
多
で
戦

い
、
粟
津
で
敗
れ
死
ん
だ
の
は
寿
永
３
年

（
１
１
８
４
）
で
、
こ
の
と
き
義
仲
の
幼
い
姫

君
が
何
人
か
の
一
族
郎
党
に
付
き
添
わ
れ
て

陸
奥
の
国
に
逃
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
荻
埣

の
東
の
地
ま
で
来
て
病
死
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
悲
し
ん
だ
一
族
郎
党
は
自
害
し
て
果
て
ま

し
た
。
あ
わ
れ
ん
だ
里
人
は
、
手
厚
く
な
き

が
ら
を
葬
り
石
碑
を
建
て
て
供
養
し
ま
し
た
。

義
仲
は
京
都
に
入
っ
て
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ

ら
れ
、
朝
日
将
軍
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
と
っ
て
、
こ
の
地
を
朝
日
壇
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

万
治
３
年
（
１
６
６
０
）、
藩
主
伊
達
綱
宗

が
不
行
跡
を
理
由
に
幕
府
か
ら
隠
居
を
命
じ

ら
れ
、
幼
少
の
亀
千
代
が
家
督
を
相
続
し
ま

し
た
。
藩
政
の
実
権
は
伊
達
兵
部
宗
勝
と
そ

の
側
近
、
原
田
甲
斐
宗
輔
ら
が
握
り
ま
し
た
。

寛
文
事
件
は
こ
れ
に
端
を
発
し
ま
す
。

当
時
、
野
谷
地
開
発
が
盛
ん
で
、
中
で
も

登
米
、
桃
生
、
遠
田
の
３
郡
は
最
も
盛
ん
で

し
た
。
こ
の
地
域
を
治
め
る
伊
達
安
藝
宗
重

と
登
米
伊
達
式
部
宗
倫
と
の
間
で
、
安
藝
の

所
領
で
あ
っ
た
二
郷
谷
地
（
現
・
二
郷
地
区
）

を
め
ぐ
る
境
界
争
い
が
起
き
ま
す
。

新
し
く
境
界
を
定
め
る
た
め
分
割
に
際
し
、

兵
部
の
手
先
で
あ
っ
た
検
使
今
村
善
太
夫
ら

は
安
藝
を
わ
ざ
と
不
利
に
し
ま
し
た
。
安
藝

は
兵
部
に
対
決
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
幕
府

の
仙
台
目
付
に
兵
部
の
悪
政
を
訴
え
ま
す
。

問
題
は
一
転
し
て
兵
部
ら
に
よ
る
藩
政
の
ひ

ず
み
摘
発
へ
と
拡
大
し
た
の
で
す
。

寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）、
江
戸
で
の
裁
き

の
席
上
、
安
藝
は
原
田
甲
斐
に
よ
っ
て
殺
さ

れ
ま
す
。
兵
部
は
所
領
を
没
収
、
土
佐
に
流

さ
れ
、
伊
達
家
安
泰
が
決
定
し
寛
文
事
件
は

落
着
を
み
ま
す
。

二
郷
谷
地
を
め
ぐ
る
紛
争
は
農
民
に
と
っ

て
も
大
事
件
で
し
た
。元
禄
11
年（
１
６
９
８
）、

境
界
は
昔
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
30
年
前
の

二
郷
谷
地
争
論
の
時
、
安
藝
の
主
張
し
た
境

が
正
し
い
も
の
と
確
認
さ
れ
た
た
め
で
し
た
。

美
里
町
南
郷
地
域
か
ら
の
移
民
が
、
初
め

て
旧
満
州
（
現
・
中
国
北
東
部
）
の
大
地
を

踏
ん
だ
の
は
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
４
月

30
日
の
こ
と
で
し
た
。
昭
和
11
年
（
１
９
３

６
）
３
月
、
南
郷
高
等
国
民
学
校
の
松
川
五

郎
初
代
校
長
ら
に
よ
っ
て
、
旧
満
州
へ
の
分

村
移
民
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
過
去
30
年
間
に
２
倍
に
な
っ
て
零
細

化
し
た
小
作
農
家
を
毎
年
50
戸
な
い
し
１
０

０
戸
ず
つ
計
４
０
０
戸
ほ
ど
を
旧
満
州
へ
送

り
出
し
、
南
郷
の
人
々
だ
け
で
一
集
落
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
り
、
村
内
に
お
け
る
土
地
不

足
解
消
を
図
る
た
め
で
し
た
。

旧
満
州
へ
の
移
民
計
画
は
、
政
府
に
よ
っ

て
も
「
二
十
カ
年
百
万
戸
五
百
万
人
送
出
計

画
」
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
松
川
氏

ら
の
計
画
は
政
府
の
計
画
よ
り
５
カ
月
も
早

い
も
の
で
し
た
。
実
際
に
は
計
画
通
り
に
は

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の

村
民
が
旧
満
州
に
渡
り
、
そ
の
移
民
方
式
は

日
本
全
国
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
に
最
後
の
移
民

団
が
渡
満
し
ま
し
た
が
、
彼
ら
は
旧
満
州
で

の
最
初
の
収
穫
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
第
２
次
世
界
大
戦
へ
の
ソ
連
の
参

戦
、
そ
し
て
敗
戦
に
よ
っ
て
移
民
団
は
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。

今
の
美
里
町
牛
飼
は
、
昔
は
33
戸
ば
か
り

の
小
さ
な
村
で
し
た
。
そ
の
ま
た
昔
、
幸
村

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
ろ
、
こ
の
村
に
伊
藤
孫

右
衛
門
と
い
う
お
百
姓
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

孫
右
衛
門
の
願
い
は
「
念
仏
を
一
生
懸
命
唱

え
れ
ば
、
本
当
に
極
楽
浄
土
に
行
け
る
か
ど

う
か
を
知
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
孫
右
衛
門
の
家
に
み
す

ぼ
ら
し
い
旅
の
僧
侶
が
現
れ
ま
し
た
。
僧
侶

は
乞
食
の
よ
う
な
風
体
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

ど
こ
と
な
く
気
品
が
漂
っ
て
も
い
ま
し
た
。

孫
右
衛
門
は
「
厳
し
い
修
行
を
続
け
、
仏
の

道
を
極
め
た
人
に
違
い
な
い
」
と
思
い
、「
念

仏
の
御
利
益
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
懇
願

し
ま
し
た
。

僧
侶
は
初
め
困
惑
し
た
の
で
す
が
、
孫
右

衛
門
の
熱
心
さ
に
、「
念
仏
の
御
利
益
は
、
一

朝
一
夕
に
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
が
念

仏
修
行
に
入
り
、
効
果
が
現
れ
た
な
ら
、
教

え
て
進
ぜ
よ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。

や
が
て
、
僧
侶
は
元
気
を
取
り
戻
し
た
の

で
す
が
、
何
を
す
る
で
も
な
く
、
食
べ
た
り

寝
た
り
の
毎
日
で
、
念
仏
修
行
に
身
を
入
れ

て
い
る
様
子
の
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
り
ま

し
た
。
孫
右
衛
門
が
「
念
仏
の
御
利
益
は
ま

だ
で
し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
る
と
、
僧
侶
は

「
私
の
修
行
が
足
り
な
い
と
見
え
る
。
来
年
の

春
ま
で
お
待
ち
な
さ
れ
」
と
答
え
ま
し
た
。

春
が
過
ぎ
た
あ
る
日
、
い
つ
も
の
よ
う
に

僧
侶
の
朝
飯
を
持
っ
て
小
屋
へ
入
る
と
、
床

の
上
に
大
き
な
牛
が
１
匹
横
た
わ
っ
て
お
り
、

孫
右
衛
門
を
見
つ
め
た
そ
の
顔
は
、
な
ん
と
、

あ
の
僧
侶
で
し
た
。

驚
く
孫
右
衛
門
に
僧
侶
は
涙
を
こ
ぼ
し

「
念
仏
の
御
利
益
を
知
ら
な
い
く
せ
に
あ
な
た

を
だ
ま
し
、
罰
が
あ
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
家
畜
と
な
っ
て
働
き
ま
す
」
と

謝
罪
す
る
と
、
孫
右
衛
門
は
「
と
ん
で
も
な

い
。
お
坊
さ
ま
を
家
畜
と
し
て
使
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
と
お
っ
し
ゃ
る

の
な
ら
、
私
も
一
緒
に
働
き
、
１
０
０
年
経

っ
た
ら
お
坊
さ
ま
の
た
め
に
お
堂
を
建
て
ま

し
ょ
う
」
と
答
え
、
そ
れ
か
ら
は
、
牛
に
な

っ
た
僧
侶
と
孫
右
衛
門
は
一
生
懸
命
働
き
、

村
一
番
の
長
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

昔
む
か
し
、
村
に
あ
る
名
鰭
（
な
び
れ
）

沼
を
隔
て
、
東
の
山
の
麓
に
住
む
朝
日
長
者

と
西
に
住
む
夕
日
長
者
と
呼
ば
れ
る
２
軒
の

大
地
主
が
お
り
ま
し
た
。

そ
の
朝
日
長
者
の
娘
が
夕
日
長
者
に
嫁
入

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
婚

礼
の
日
は
数
日
前
か
ら
雨
で
、
こ
の
日
の
た

め
に
つ
く
っ
た
立
派
な
道
が
ぬ
か
る
み
、
夕

日
長
者
は
砂
だ
け
で
は
足
り
ず
、
蔵
の
米
を

敷
き
詰
め
ま
し
た
。

数
日
後
、
娘
と
夕
日
長
者
が
朝
日
長
者
の

屋
敷
に
里
帰
り
し
ま
し
た
。
ふ
た
り
が
ご
馳

走
に
な
り
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
夕
日
長
者
が

金
の
ス
テ
ッ
キ
が
な
い
と
騒
ぎ
出
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
朝
日
長
者
は
蔵
か
ら
沢
山
の
金
の

ス
テ
ッ
キ
を
取
り
出
し
「
見
つ
か
っ
た
ら
、

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
こ
の
中
か
ら
気
に
入

っ
た
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ
い
」
と
丁
寧
に

お
詫
び
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
夕
日
長

者
の
怒
り
は
収
ま
ら
ず
、
や
が
て
、
あ
ま
り

の
奢
り
と
傲
慢
な
不
心
得
が
祟
り
、
夕
日
長

者
は
日
が
沈
む
よ
う
に
没
落
し
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）、
北
浦
の
酒
造
業

（
現
・
鎌
田
醤
油
）
鎌
田
氏
は
、
北
浦
・
牛

飼
・
南
小
牛
田
村
に
９
戸
の
倉
を
設
け
、
籾

８
０
０
石
を
貯
蔵
し
て
農
民
に
貸
し
与
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
鎌
田
籾
と
言
わ
れ
、
凶
作
な

ど
の
と
き
農
民
の
暮
ら
し
を
助
け
る
の
に
大

い
に
役
立
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
ほ
か
の
有

力
な
農
民
も
籾
を
出
し
合
っ
て
備
荒
倉
は
増

大
し
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
め
ま
で
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

小
牛
田
駅
で
弁
当
な
ど
を
売
る
駅
売
り
が

始
ま
っ
た
の
は
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
頃

か
ら
。
１
９
０
０
年
代
に
な
っ
て
「
子
持
ち

ま
ん
じ
ゅ
う
」
が
小
牛
田
名
物
と
し
て
売
り

出
さ
れ
、
旅
客
の
人
気
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

子
持
ち
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
安
産
の
神
様
と

し
て
知
ら
れ
た
山
神
社
に
あ
や
か
り
、
旧
小

牛
田
村
の
鳥
羽
琢
治
氏
が
つ
く
っ
て
売
り
出

し
、
の
ち
に
安
西
惣
吉
、
加
藤
敏
雄
に
引
き

継
が
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
ま
ん
じ
ゅ
う
の
中

に
は
、
子
宝
の
し
る
し
に
、
さ
さ
げ
１
粒
を

入
れ
て
あ
る
の
が
特
徴
で
、
そ
れ
が
ま
れ
に

２
粒
・
３
粒
だ
っ
た
り
す
る
と
、
子
宝
の
良
い

お
告
げ
だ
と
言
っ
て
喜
ば
れ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
、
戦
争
の
影
響
で
製
造
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
戦
後
は
「
山
の
神
ま
ん
じ
ゅ

う
」
と
改
め
ら
れ
販
売
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
に
復
活
。
平
成
20
年
に
は
パ
ッ
ケ

ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
往
年
の
好
評
を

取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
小
牛
田
駅
の
駅
前
広
場
に
あ
る
カ
リ

ヨ
ン
の
時
計
塔
は
、
１
日
に
８
回
、
５
つ
の

鐘
が
優
し
い
音
色
を
奏
で
、
満
天
星
通
り
に

響
き
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
隣
に
は
球
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
「
四
季
の
珠
」
が
あ
り
「
地
球

に
平
和
と
緑
を
」
と
い
う
祈
り
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

美
里
町
は
、
人
や
歴
史
、
文
化
な
ど
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。

そ
の
中
で
も
厳
選
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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isato

G
u
id
e

●
野
田
眞
一
氏

●
寛
文
事
件
　
伊
達
騒
動

●
牛
飼
い
長
者

●
朝
日
長
者
と
夕
日
長
者

●
カ
リ
ヨ
ン
の
時
計
塔

●
満
州
移
民

●
駅
売
り
と
子
持
ち
ま
ん
じ
ゅ
う

●
鎌
田
籾も

み

美
里
事
典
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町 章 町花 ばら（薔薇） 町木 はなみずき（花水木）

（平成18年7月29日制定）

美里町の「み」をモチーフに、さわ
やかに風が吹く、自然いっぱいの大地
をイメージし、住民の団結、自然と住
民の調和を表現しています。先人から
受け継ぐ歴史と文化を宝に、共に飛躍
していく願いが込められています。

「ばら」は、古代から繁栄と愛の象
徴とされています。また美里町民に最
も親しまれ、愛されている花です。幾
多の花びらの重なるその花の姿は、町
民の連帯と未来に向かって潤いのある
町づくりを進める美里町にふさわしい
花です。

「はなみずき」は、春には白やピン
クの花が咲き、また秋には赤い実をつ
け、紅葉も見事です。美しい環境を大
切にし、景観を保全する美里町にふさ
わしい木です。

江
合
・
鳴
瀬
の
清
流
と
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
美
里
町
に
生
き
る
わ
た
く
し

た
ち
は
、輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
み
ん
な
が
平
和
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
夢
と
希
望
を
持
ち

心
身
と
も
に
健
や
か
に
働
く
町
民
に
な
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
　
互
い
に
尊
重
し
合
い

助
け
合
う
町
民
に
な
り
ま
す

一
、
自
然
に
親
し
み
　

美
し
い
環
境
を
大
切
に
す
る
町
民
に
な
り
ま
す

一
、
先
人
を
う
や
ま
い
　
共
に
学
び
合
い
　

文
化
を
育
て
る
町
民
に
な
り
ま
す

一
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
と
と
も
に
　

世
界
に
目
を
向
け
る
町
民
に
な
り
ま
す平

成
18
年
７
月
29
日
制
定

美里町民憲章

町章・町花・町木

新
た
な
時
代
へ
の
対
応
と
一
層
の
発
展
を
期
す

る
た
め
、
小
牛
田
・
南
郷
両
町
は
、
合
併
に
よ
っ

て
新
し
い
町
「
美
里
町
」
を
平
成
18
年
１
月
１
日

に
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

私
は
、
今
こ
の
と
き
を
ま
ち
づ
く
り
の
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら
え
、「
一
人
ひ
と
り
が
輝

き
、
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
心
豊
か
な
安
心
と
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
協
働
で
力
強
く
邁
進
す
る
決
意
で
お
り
ま
す
。

こ
の
要
覧
は
、
た
ゆ
み
な
く
発
展
を
続
け
る
本

町
の
姿
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
刊
行
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
町
勢
の
あ
ら
ま
し
を
ご

理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
美
里
町
の
一
層
の
発

展
の
た
め
に
、
自
由
な
発
想
の
も
と
、
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

平
成
20
年
３
月

美里町長

佐々木 功悦
Mayor of Misato Town  Koetsu Sasaki

Misato Town was created January 1, 2006 from the merger of Kogota Town and Nango
Town for synergistic benefits in operation and development for a new age. I believe
this is a good opportunity for us to redesign and confirm the direction of our town
management.  Along with the good people of Misato, I dedicate myself to build a
community where each and every resident radiates with happiness and lives in safety
and harmony. I hope this guide will help you to get a clearer picture of the ever-
evolving Misato Town, and I welcome any suggestions and advice for the building of
better tomorrow.
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